
2025年度事業計画 

 

1. 概要 

2025年度においては、運営委員会・総務委員会で承認された 2024-26年度中期事業計画に沿

って、次の 4つのコア事業を中心として事業に取り組んでいく。 

A) LCIデータの提供とリサイクル技術などの LCA評価（研究） 

B) プラスチックフロー図の作成と精度アップ（研究） 

C) リサイクル推進と国際対応・協力（総合企画） 

D) 環境教育支援（広報学習支援） 

 

(１)研究 

① LCI 

2024 年度中に終了した石油化学製品（樹脂製造）の業界平均累積 LCI データ（2019 年基準）

の IDEAデータベースへの掲載を進める。 

新たに 2024年基準での石油化学製品（樹脂製造）の業界平均累積 LCIデータ（2024年基準）

算出に向けたプロジェクトを 2026年度までの 2年計画で開始する。 

2019年基準のデータ算出における課題・問題点の抽出を行い、2024年基準プロジェクトでの

実施方策案を策定する。また、関係各工業会と協働して、WG とは別に製品毎担当者による LCI

算出タスクフォース（仮称）を組織し、前項で策定した方策案に基づきデータ算出に向けた準

備を行う。 

算出した 2019年基準の樹脂 LCIデータ及び最新の公共電力の消費エネルギー係数、CO２排出

係数等を用いて、フィルム･シート等の包材向け成形加工品の LCI データ（樹脂加工 LCI デー

タ）を更新し、広く一般に公表する。 

 

② LCA 

a) プラ新法施行後の排出プラ組成動向の調査に基づく LCA評価  

2025年度末をめどに、プラスチック一括回収の促進に向けた研究会の中間報告を取りまとめ

る。中間報告では、自治体や関係事業者の取組を加速するための方策をまとめるとともに、関

係法律の見直しや政府の支援策についての政策提言を行う。 

b) 新たに開発されるケミカルリサイクル技術の LCA評価    

ポリスチレンのケミカルリサイクルの環境貢献効果を 2025年度央にまとめ、公表するととも

に、年度後半ではオレフィン系の油化のケミカルリサイクルの環境貢献効果の評価を開始する。 

C) フロー図 LCA算定ツールの見える化および再構築 

予算、人繰り等の関係で、2025年度の実施を見送り、次期の中期計画で扱いを検討する。 

 

③ フロー図 

a) 2024年フロー図の作成・公表 

プラスチックの生産から廃棄、再資源化、更には処理処分に至る定量的なマテリアルフロー

の把握を行い、2024年フロー図を年末までに作成、公表する。 



フロー図の理解促進と利用者の利便性向上のために、昨年度実施したフロー図に関する深堀

り議論の場（フロー図分科会）での結果を反映した「わかり易いフロー図作成プロセスの解説

書」をまとめ、公表する。また、同じ分科会にて議論した有用なフロー図についての未公開情

報について会員ウェブサイトにて発信する。 

b) フロー図の精度向上策 

13 需要分野別・樹脂別比率＆量の見直し検討を継続し、結果を 2024 年フロー図に反映し、

フロー図の精度向上をはかる。 

同じくフロー図の精度向上策として、散乱廃プラ量（海ごみ）のフロー図への反映について

検討を継続する。 

 

④ 廃プラ調査 

市町村別に排出量、資源化量及び焼却量/埋立量を推計し、2024年フロー図用に焼却/埋立比

率を算出する。 

 

(２)総合企画 

a) プラスチックリサイクルの推進 

再生材の国内供給力強化に向けた活動として、継続される政府主催の諸活動、経産省の再生

材検討会、サーキュラーエコノミー実現に資する再生材品質等に関する標準化戦略構築検討委

員会（プラスチック分野）（以降略、再生材品質標準化検討委員会）、及び、環境省の自動車 

コンソーシアム WGに参画し、積極的な意見出しを行う。 

CPs の分科会である個別 WG(容器包装 WG、他の WG)、情報流通 PF(個別ケース WG、静脈サブ

WG)に参加し、情報収集と活動支援を行う。 

協会主催の活動として、一括回収促進研究会にて再生材品質の向上検討と LCA 評価、各業界

間(建設業界、静脈系国内団体等)の連携強化のための対話推進、協会提案の優良排出事業者表

彰制度の承認や認知活動などを推進する。  

増強した再生五者会議を通じて、再生材事業者と政府との連携を支援する。 

b) プラスチックリサイクルの国際展開と国際協力 

INC-5.2 対応のため、政府へ意見出しや情報提供を行い、必要であれば現地会議での適時支

援も行う。 

経産省アジアセミナー事業において、フロー図普及のため日本でワークショップを開催する。 

各種国際環境関連会議、WPC-GPA、AFPI/APF、IFSR、極東プラ業界懇談会などに参加し、協会

のプレゼンス強化と各国との意見交換を行う 

欧州や中国の廃プラリサイクル規制や動向に関する情報収集を広く行う。 

c) その他の環境関連事業推進 

主要な国内プラスチック関連団体との協業活動を継続し、日化協 RCM登録、CR標準化 TF、エ

コマーク CR第 2期、ISO規格策定などの取組みに参加する。 

 

 

 



(３)広報学習支援 

a) 出前授業 

コロナ禍以降無くなってしまった会員企業・団体からの支援協力依頼については、2024年度

は 2件実施。2025年度はアンケート結果に基づく個別面談を実施し担当部署との関係強化に努

めさらなるニーズの掘り起こしを目指す。 

「体験型新規実験の確立」ついては、現在のデモ実験を班単位での体験型実験に出来ないか

検討を行う。現実的には、授業時間に制限もあるため座学内容も合わせて見直し実験への時間

配分を検討する。また、安全面に関しても再度検証する。 

b) サイトの拡充 

現在のウェブサイトは、プラスチック初級者がほとんどである一般消費者が閲覧しにくいと

の見方もあり、主目的を「プラスチックの関心・理解を深めてもらう」と「リサイクルの大切

さを認識してもらう」の 2 点とした、平易な啓発サイトの構築を 2025 年度から 2 ヵ年で実施。 

会員と当協会の環境に関するサイトを連携させることにより「世の中に対するプラスチック

資源循環に関するメッセージ発信力」向上を目指す。 

c) 会員関係 

会員向けサービスを充実させるため、各種報告書、マテリアルフロー図や LCI の未公開情報

などが無料でダウンロードできる会員サイトのリニューアル、会員向け講演会の開催、出前授

業の会員からの依頼案件の優先実施、会員での勉強会・イベント等への講師の派遣なども継続

して実施していく。 

 

(４)管理運営 

協会の管理・運営については、新公益法人法及び定款に基づき新ガバナンスに適合した理事

会、各委員会の運営等を行うとともに、運営に関する基盤業務（予算案作成等）に適切に取り

組んでいく。 

また、幅広い分野の関係者の意見を協会活動に活かすため、賛助会員の勧誘に努める。 

プラスチックの資源循環を促進するため、専務理事が(公財)日本容器包装リサイクル協会の

理事、プラスチック容器包装リサイクル推進協議会の理事、(一社)日本化学工業協会の審議委

員、プラスチックリサイクル化学研究会の副会長、(一社)廃棄物資源循環学会の評議員などを

務める。 

  




